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26日（月）ポスト企画

24日（土）ポスター会場

24日（土）大会企画シンポジウム
　　　　　  市民公開講演
25日（日）教育講演，特別講演

24日（土）
　シンポジウム

24日（土）
25日（日）
　受付，クローク

24日（土）懇親会
25日（日）シンポジウム，総会
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24日
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25日
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24日，25日共，立入禁止
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　　　　　　④-1
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大会本部 24日展示
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シンポジウム⑬⑯ シンポジウム⑭⑰
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シンポジウム⑳

シンポジウム⑮６ F　B　シンポジウム⑫⑱，総会
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式に発達するというアイデンティティのラ
セン式発達モデルを示した。⇨

［渡邉照美］

middle‒ range theory
　マートン（Robert K. Merton）が提唱した
概念。「中範囲の理論」とは、経験的な調
査のなかで蓄積される「小さな作業仮説」
と、社会システムの一般理論のような「大
きな概念図式」とを架橋するために、研究
対象の規模を限定し、理論の一般化水準を
経験的に検証可能な範囲に定めた理論であ
る。マートンは、物理学と比較して、歴
史の浅い社会学が包括的な理論を志向す
るのは時期尚早であるとし、パーソンズ
（Talcott Parsons）の社会システム理論を批判
した。そして、個別の研究対象について仮
説を積み上げ、理論と調査の相互作用を通
じて検証可能な理論を発展させることが重
要であると主張した。ここで中範囲とは、
中レベルの抽象化を目指すことではなく、
最高度に抽象化された理論を限定的な研究
対象について展開することを意味する。実
際にマートンは、緊張理論、潜在的機能、
予言の自己成就など、社会学にとっての重
要な中範囲理論を次々と提唱していった。
 ［北澤 毅］

〔英〕transcendental phenomenology ; 
〔独〕transzendentale Phänomenologie
　超越論的態度を重視する現象学。現象学
では、「自然的態度」と対をなすものとし
て「超越論的態度」が重視される。自然的
態度とは、われわれの周囲にある事物や、
それらの総体としての世界の実在を素朴に
信じている日常的なあり方を指す。超越論
的態度とは、日常生活を支えているもろも
ろの素朴な信念をカッコに入れて判断を停
止し（エポケー）、あらゆる経験の源泉とし
ての純粋な意識の流れに立ち返ることを指

す。人間科学との関係で超越論的態度が重
視される場面があるとすれば、それは、わ
れわれの人間理解がさまざまな常識、先入
見、偏見、前提などによって、経験それ自
体から遠ざかってしまうことが多々あるか
らである。超越論的現象学が重視するの
は、可能な限りこれらの臆見を排して、も
う一度ありのままの経験へと還帰し、それ
を記述することである。その意味では、単
に記述を積み上げることより、何度も新た
に経験の始まりに立ち会うことが重要であ
る。⇨
 ［田中彰吾］

research
　質的研究において被調査者と調査者の関
係は中心的課題である。質的研究を動機づ
けてきたのは、研究の問いに対応した妥当
な調査方法の開発・多様化であった。その
なかで、調査の実施を通して被調査者の何
を調査者はとらえているのか、被調査者と
調査者の関係は質的研究の中心的な課題で
あり続けている。被観察者に内在していて
一貫した特性をとらえているのか、それと
も「観察の理論負荷性」として知られる調
査者があらかじめもっている知識によって
観察した被調査者の特性なのか、さらに調
査者との間柄だからこそ引き出せた被調査
者の特性なのか、はたまた被調査者に内在
した一貫した特性というもの自体棄却する
のか。このように質的研究における調査と
は、調査の枠組みである被調査者と調査者
の関係に自覚的であること、さらに被調査
者と調査者の関係を新たに構想している一
面さえもっている。⇨

［松本光太郎］

anomalous experiences
　現在の自然科学の知見からは説明でき
ないような超常的な出来事の体験。ディ

スコース心理学者ウーフィット（Robin 

Wooffitt）は超常体験を、超常的な出来事の
体験を他者に報告するディスコースの問題
としてとらえ直し、超常体験語りのディス
コース分析を行った。一般に、超常体験を
語ると、それを語る人の人格や能力が疑わ
れる可能性がある。そのため、超常体験語
りにおいては、出来事の超常性とそれを体
験した自身の正常性を同時に満たす語りを
行うことが求められる。たとえば、両者
を同時に満たす語りとして、「ちょうどX
しているとき…そのときY」（Xには日常の平
凡な状況、Yには劇的な出来事が挿入される）と
いった、語りの定式化がなされる。超常体
験は、報告者の体験そのものに研究者が直
接アクセスしにくい現象であることが多い
ため、ディスコース分析では従来の記憶研
究パラダイムに縛られることなく、想起行
為に純粋に焦点を合わせた分析が可能とな
る。⇨

［大橋靖史］

parapsychology
　テレパシー、透視、サイコキネシス（念
力）など、心とモノあるいは心同士の相互
作用を科学的な方法で研究する学問。超心
理学に対し懐疑的な立場の研究者はこれを
疑似科学とみなすことが多いが、一方、こ
れを信奉する超心理学者は自身の研究の科
学的厳密性を強調する傾向がある。両者は
一見すると対立しているが、現象の原因
を、前者は認知のバイアスに、後者は認知
能力の特殊性に求める傾向があり、いずれ
も内的な認知過程として扱っている点は共
通している。これに対し質的研究では、こ
の問題を内的認知過程の問題としてではな
く、実験者と被験者の言語的やり取りにお
けるディスコースの問題としてとらえ直
し、疑似科学の批判をかわしながら、厳密
な科学性に関する説明や描写がいかに構築
されるかを明らかにする。また、臨死体験
や体外離脱、心霊体験といった現象につい

ても、そうした体験についていかに語られ
るか、その語りの定式を明らかにする実証
的研究が可能となる。⇨

［大橋靖史］

silence language
　人間のコミュニケーションは、大半が言
語などシンボルを媒介として実践されてい
る。しかし人間は同時に言語によって明文
化され得ないようなコミュニケーションや
多様な現実を日々作り上げている。こうし
たシンボルを媒介としないコミュニケー
ションや他者との現実構成、秩序維持など
に用いられる暗黙裡のルールとでもいえる
現象を総称的に指す言葉。『沈黙のことば』
（原著1959）、『かくれた次元』（同1966）など
人類学者であるホール（Edward T. Hall）の
研究が代表的。会話分析やディスコース分
析など言語的相互行為に焦点を当てる質的
研究は多いが、同時に身振りや手振り、微
細な身体動作や人間間の距離などシンボル
を媒介としない秩序のありようを読み解く
作業は、人間の質的な営みを分析するうえ
で、もう一つの基本であり、重要な作業で
ある。⇨

［好井裕明］

trajectory equifinality approach
　文化心理学に依拠した、過程と発生をと
らえる質的研究の方法論である。TEAは、
人間の文化化の過程を記述する手法「複線
径路等至性モデリング（trajectory equifinality 

modeling：T
テ ム

EM）」と、対象選定の理論「歴
史的構造化ご招待」、内的な変容過程を
理解・記述するための理論「発生の三層
モデル」により構成される。TEAの開発

abduction
　問題となっている事象を最もあり得そう
な仮説や理論に結びつけていく推論形式で
「仮説生成」と訳される場合もある。推論
結果はまだそれ自体で正しさを保証するも
のではないものの、新たな資料収集や検証
作業を刺激し、方向づける機能をもつ。た
とえば、「〇〇山で貝塚が発見された」こ
とに対し、「貝は海でとれる」という知識
をもとに、「〇〇山は昔海岸だったのだろ
う」と仮の説明を構築するのがこれにあた
る。可能な説明は複数あり得るが、それま
で見落とされていたところに注目した説明
を発想するところに、この推論形式の価値
がある。アブダクションはギリシア時代よ
り、帰納、演繹と並ぶ第三の推論の方法と
してあげられてきたが、科学的発見に不可
欠なものとして詳細に論じたのは哲学者の
パース（Charles S. Peirce）である。質的研究
では、KJ法で「発想法」に対応する語と
されたほか、グラウンデッド・セオリーで
はデータから理論を構築する作業の中心に
位置づけられている。⇨

［能智正博］
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